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Abstract 

This study intends to propose a planning method. of living environment from an analysis of 

inter-sociality for an area of living space of interior and exterior factors. 

ln this paper， we consider the vocabulary in relation with the sphere of space around 

openings ofUrban Housing. 

As a result of make a living ancient Japanese life style in the sphere of space around 

openings by the vocabulary. ~， 

Key Words: Living Environment， Sphere of Space around openings， Inter-sociality， 

Vocabulary， Japanese life style in the sphere ofspace around openings 

1 . 研究目的
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前報川)では，ハウジングメーカー住宅のモデルプラン

を対象として，コンセプトと開口領域との関係性を考察し

た。その結果，コンセプトとして，ライフスタイル・空

間・白然・フォーム(形態・時代様式)の 4つが得られた。

又，開LJ領域を通して設計計画をする Lで主にA:室内空間

領域の場と， B 開口部空間領域の空間形態・サイズ・開

閉方式等と D 戸外空間領域の外構等との関係性を考慮

することにより，コンセプトを内・外部空間領域に活かす

ことが可能であることが得られた。

本報では，対社会性の視点により日本古来の住宅に係わ

る語柔から，開口領域の領域形成を学ぶこととしたい。そ

i して，現代の住宅をより豊かにするために，前報で扱った

全国的に建築・認知され，社会的に影響力を持つハウジン

グメーカーの住宅を対象として，設計計画手法を提案する

ことを目的とする。

研究の流れと前報までの結果との関係を図 1に示す。

本報で扱う範聞は，図一 1の網の掛かった部分である。

*広島 l:業大学環境学部環境デザイン学科

日武蔵工業大学工学部建築学科

2.研究方法

「建築大辞典<第 2版>J (約34，500語，彰国社)より閉

口領域に係わる語葉を， ab:半室内空間領域・ B:関口部

空間領域・ C:半戸外空間領域を中心に抽出する。 A:室

内空間領域・ D:戸外空間領域・ E:敷地外空間領域等に

ついては，開口部まわりの領域形成に係わる語葉を抽出す

る。

得られた話集について，次の①~⑪の項目により|ヌ]-2 

に示すフォーマットへ記入する。つまり，①空間領域区分

[A : ~宅内空間領域， ab:半室内空間領域， B 開口部空

間領域， Bc:開口部空間領域(天窓等)， C:半戸外空間

領域 cd:範囲戸外空間領域， D 戸外空間領域， Bm: 

開口部空間領域(11'門等)， Bg:開口部空間領域(門扉等)， 

E:敷地外空間領域 y 空間領域以外(用語等:窓明け

料等)J，②空間的意味合い〔空間領域，装置，その他J，

③空間的役割〔繋げる・切る・手生J，④家の職種〔漁家，

農山家，民家，町家， --~支，茶室，その他J (*建築大辞

典の語葉の説明に記載されている家の職種により分類，又，
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図 ー H本 古 米 の 住 宅 に 係 わ る 品 集 'Io!([面から得た開口領域の領域形成とハウジ ングメー カー住宅 の|羽口 領域の1fi域形成との 関係

表ー 1 話発;分析のためのフォーマット記入ルール

。該当する項目にはOを!該当しない項目には 在記入(推却である場合は右下
にγ ・日闘を記入)

。注草を促す場合，食在記入(コピー上にラインを引き 参照する)
。詰量に複散の車時がある場合 同じ維な車畦なら(1)，め!③、 etcの記号在記
入L 遣う意畦ならば枚数査増やす

。装置・場・用語・単位・領埠の項目について
1対社会性の項目的違いによって「繋げるJ，r切るJ，r尭生Jの車畦古いi二差
異がある場合l立O町中lこ『会J，r視J，r体J，r担J，r自J，r紡j 在記入

2開問状態の這いによヲて f繋げるJ，r切るJ，r量生』由主聴音いに差異があ
る場合はO田中!こ I閑J，r回Jを記入

。装置及び場即位置の項目について その空間周辺のものを細かく配入
。環境工学的機能回項目について

1客観的に判断して右記田よラに記入 完全に透過または伝播するも田は申
透過または伝播するものはO
完全に透過または伝揺しないものはx
(推潤である場古は右下仁・ s・を記入)

2装置田成り立ち品積境工学的機能に基づいていると判断できる場合(1肉
IこO~記入

。対社会性仁影響在&1正す装置及び場0)特性の項目について
1開閉方式の項目について 開閉方式がわからない場合はγ 在記入 開閉方式
がない詰量はその欄に「なしj と記入する

2透視度の項目について 透視度のない項目には fなし」と記入する
3種短由項目について 戸!窓王宮間子格子届緑， "1，テラス
等在記入

。対祉会性の項目について
会話(人) イ・促す テラスにいると人と話せる

口 量る間室内白人と話せない
視綜(人l 罷観) ハー広くする 視線の場仁段差をつける己とにより広い呈

観を得る
= 通す居室向I二人の益が見えて安心する
ホー量る 敷地外からの視線を韮る
ヘー部分的に過す 居室内から見る関口部の額縁効果
ト・部分的に遮る 道路仁面した富田前に植裁をする
チ E 過すが距離はとる 低木町奥行きのある植草
リ 走車つをそらせるパ ゴラの枯草によって居室内

へ田注意をそらす
ヌ 遮るが光・圃等は過す 閉口都町ルー，(ーで調節する

体感(自黙) ル感 じ る 開口部のある塀・壁画により屑室内に毘在
入れる

ヲ韮る防風生垣で昆在遮る
気配(人 自然) ワー感じる 町屋町格子戸田奥田気配を感じる

力ー遮る 雨戸在閉める
自己費現 ヨ車すその軍司居章者の個性がわかる
防犯 ター進入を防<:塀で囲む

1上記申告項目においてなんらか回行為{会話など)が伴う場合は隅理をせず!
その行畠が可能な状態について考える

2上記由項目おいて対象となるも由(人量観自然)が分かっている場合は( ) 
向iこそれの顕文字(入室 自)をKe入但し!各項目に対して( )肉に示
した対象のみを記入

<)~II体・その他田項目について 同童話言語l 派生E白地堪的派生詰!技栴的
略語 E童話 闘連である詰量告書きそれぞれの話量の前に，伺。原I 派!地!
技 E 聞の担号を記入

。職種別の分類について
1 漁軍 曹族労働力在中心とした個人経営で趣皇圭営む世帯田住居とする
2 農産軍 農軍を富む世帯の住民とするの農民軍と記入されているもの
3 民事 農軍及び町屋町総称であるが?民軍止記入されているもの
4 町屋 町人の住居とする町屋と寵入されているもの
5 茶主 茶主ー茶庭・数寄屋と記入されているもの
6 般 現代田住居にも通じる場合とする
守 その他寝殿造り・寺院・煽等

亙竪亘〉空空ゴヰI:;~$I 
O用途別の分類について

1装置 ある目的のために道具などを取り付ける ζ 1::， (主関口信置
z空間領峨生活環境の領蟻範函 1$.関 空間領瞳
3そ田他 装置空間領場以外田用語等

。領暗区分回分類について
億，畷庫 4 1=¥， C 開口部と半戸外空間にあると考えられる

表玄関 H 出i口部のことを指す患として提えた

事 r" ・i}b. R 玄関の関口部と室内側仁入った場のこと示す患として提

え士

。種類回分別について

場 人が関わる

場所 物理的な所在示す

出入口 。入口出口を全て出入口とする

関口部 →出入口として利用されずただ開いてる田み

図 -2 話集分析のためのフォーマット

家の職種が 記 載 さ れ て い な い 場 合 は 説 明 文 に よ り 筆 者 ら が

判 断 し た .) ，⑤地域性〔一般，地方(地名等)J ，⑥環境工

学 的 機 能 〔光，熱，音，水，空気J，⑦対社会性〔気配，

視線，会話，自己表現，防犯，体感J，⑧通行〔可，不可J，

⑨ 種 類 〔戸，縁側，土間等J， ⑩ 対 社 会 性 に 影 響 力 を 及 ぼ

す装置及び場の特性〔形態，サイズ，素材，透視度，開閉

H式 ， 固 定・可動，機能J，⑪装置及び場の位置とつくら

れ 方 . 等の項目である O

フォーマットの記入ルールを，表-1に 示 す 。

フォーマ ッ ト の 項 日 別 に 記 入 さ れ た 語 長 を 基 に ， 次 の 項

目について考察する。

(1) 開口領域に係わる話葉の分類:語裳が属する空間領域

区分別の比 本 ， 語 葉 の 空 間 的 意 味 合 い ， 更 に ， 生 活 環 境 の

違 い ( 周 辺地域の状況や居住者のライフスタイル・職種等)

による開口 領 域 の 領 域 形 成 ， 語 葉 の 属 す る 家 の 職 種 別 の 比

率 の ， 話 裳 の 基 礎 的 デ ー タ を 求 め る 。

(2) 家 の 職 種 別 の 空 間 領 域 区 分 の 空 間 的 意 味 合 い : 生 活 環

境が異なる と 想 定 さ れ る 家 の 職 種 別 に ， 空 間 領 域 区 分 の 語

義の比率空間的意味合いなどを得，家の職種別の空間領
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(6 %) ・D:戸外空間領域 (6%) の，開口音ISまわりの

空間領域医分が多いことが確認された。又，空間領域区分

以外で， Pd:戸外の同日部の塀.:fo: (12%)の比系が多

い。このPd:戸外の開¥l部の塀・恒.に含まれる語蒙を

求めると，風-十.に係わるもの<例:風久根>，名称に係わ

るもの<例:竜安寺桓>，素材じ係わるもの<例:果樹

恒>，機能に係わるもの<例:駒寄せ>等が得られた。こ

れらの多種の塀・垣等は，その地域・街並み・居住者の他

への差別化・自己表現に寄与するものと推測される。

語葉の空間的意味合いの比率を求め，凶-5に示す。そ

の結果，生活行為が行われ，内・外部宅間領域相互に心理

的距離を調整する役割を持つと推測される「空間領域」

(17%) <例・広縁>，内・外部空間領域相互の視線を調

整する役割を持っと推測される「装置J(77%) <例:袖

垣>，空間形態を持たない「その他J(6 %)の項目に分

かれた。「その他Jを更に細分化し岡-6に示すと， ["方

式J<例:観音開き>， ["機能J<例:自然通風>， ["意

匠J<例:大和掻き>， ["規定J<例:窓明け料>， ["状

態J<例:半扉>の 5項目を得た。これらの項目は，日本

古米の居住者による近隣居住者令の対社会性やl啓好性を垣

間見ることができる O

生活環境の違い(予測される刷辺地域の状況や，居住者

のライフスタイル・職種等)による開口領域の領域形成の

違いを求めるため，家の職種別の語長の比率を求め，図

-227-

域の形成を求める O

(3) 語柔による空間領域の形成:C :半戸外空間領域の語

葉を対象にl付・外部空閉鎖域の領域形成の類型を得，それ

を基に開口部まわりの， ab:下室内空間領域医分・ C:

半戸外空間領域区分の語棄の穏類と，空間領域の形成の類

型と空間的意味介いとの関係を求める。

開口領域に係わる語集を抽出すると， 1，001語 (3%) 

が得られた。語葉を空間領域区分別に分類すると次元

的な空間領域区分に属するより，療面に属する三次元的な

語会， Pa:室内側の壁面<例:盲壁>， Pb:開口白ISを合

む壁面<例:抱き>， Pc:戸外側の壁而<例:茅壁>，

Pd:戸‘外の開口部の塀・垣<例:風久根>，及び， y 

空間領域以外(用語等:窓明け料等) <例:窓明け料>が

得られた。これらのPa:宅、内側の壁面， Pb:閉口音rSを合

む壁面， PC 戸外側の壁而， Pd:戸外の開口部の塀・垣

は， 4.活環境領域を空間領域区分に仕切る役割を持ってい

る。これらを合めて，空間領域区分の概念凶と，そこに属

する話集とその意味の例を図-3に示す。

語葉の属する空間領域区分別の比率を求め，図 4に示

す。語長の属する空間領域区分別の比率は， B 開口部空

間領域 (39%) . C :半戸外空間領域(10%)が多く，次

に， Bg:開口部空間領域(7 %)， 'ab :半室内空間領域

開口領域に係わる語量の分類3. 

¥ .1 
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7に示す。家の職種別の関係性は，表-1の下部に示すよ

うに判断した。それにより， r-~般.1 (48%)の次に「民家J

(20%)， r町家.1(7 %)， [茶索.1(6 %)，と比率が減少し，

『漁家.1 (0 %)に属す忍語葉は得られなかった。

これらの家の職種別に属する語蒙とその意味を考察する

と， r農山家Jは農作業に係わる語葉<例:とこねん>，

f民家』は空間構成に係わる部位の語蒙<例:中連>， r町
家』は居住者の職種に係わる語長<例:米屋格子>， r茶
宅』は生活をより豊かにする語葉<例:風炉先扉風・踏込

み畳・内腰掛・車tl3.，等>，の特性がみられた。これらは

比率の多少に係わらず，現在の住宅を豊かにする要素とし

ての意味は，大きいと考える。

次にその点について考察を行う。

4.家の職種別の空間領域区分の空間的意味合い

274間領域医分別に属する語葉の?再開的意味合いを求め，

図-8に示す。 B:関口部空間領域 (Bc，Bm， Bgを合む)

は「装置」の比率が高く， ab: ，'1"宅内空間領域.C :、1':

戸外空間領域・ cd:範囲戸外空間領域・ D:戸外空間領

域は， I空閉鎖域」の比率が過半数を越す。

4家の職種別の空間領域医分の詩集の比率を求め灰1-9に

ボし，その語葉の空間的志味合いを求め凶 -10に示す。こ

れら両図から考察し，具体的な語集と内容の例は表-2に

示す。

同-9について関口部まわりの領域区分である， B 開

口部空間領域・ ab:半宅内空間領域・ C:半戸外空間領

域を中心として，関口領域の領域形成を考察する。

建ぺい率が低いと思われる『農11J家』では，他の家の職

種に比較してC:半戸外空間領域に係わる比率が多い。

建ペい率が緩やかで内・外部空間領域に仕事場を持つ

『民家』では， ab:半室内空間領域・ Bc:開LJ部空間領

域(天窓等)の比率が他の家の職種に比較して多い。空間

的意味合いでは比率・事例数共に「空間領域Jが多いo

ab :半宗内空間領域は“t:間"等の語葉が多く，仕事を

行う「空間領域jと推測される。

建ぺい率が高く，職住 A 致により居住者が近隣居住者等

と密接に係わる『町家Jでは， B 開口音15~閉鎖域と C:

半戸外空間領域の話集数の比率が多い。語棄の内容を考察

すると，居住者の職種を去す多様な名称を持つ格子の種類

と，近隣居住者との距離を調繋する多様なつくられ万の格

子の穏類がみられた。格子等の対社会性に係わる語葉とし

ては，装置により内・外部空間領域を繋げるレベル(方

法・段階等)を表すものがみられた。空間的意味合いでは，
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図-8 空間領域区分別の空間的意味合いの話集の比率 (D.C.)
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表-2 家の職種別空間領域医分別空間的意味合いごとの語哉の事例

空間領犠区分 A室内空間領域 ab半室内空間領縫 B 開口部空間領頃 Bc開口部空間領婿(天窓等 c半戸外受問領域
家の種類 装 置 i 空間領雌 装 置 l 申聞舗櫨 装置 』 空間領娃 葉 置 : 2):>l1li領腫 装置 1 空間領雄

鹿山家 と」ねん 糸狭間 l雁木

民家 けまじゃ l 浜床 揚戸 1 中連 い晋ぷ言告 すきし 1 雁木

町家 末阪格子 l 見世 貸虫範 太和窓 袖踊 1 庖下

般 枕障子 λ トゥーし i 肉宜闇 明かり障子 l 室主 益上げ戸 : f'_-<-~Oドウ 主切り l 雨落

茶室 風炉先醇風 i 踏込み畳 織部口 突上げ窓 車届

空間領崎区分 cd範囲戸畳空間領域 D戸外空間領域 Bm開口部空間領域(中門等} ~関口部空間領場(門扉等、 E敷地外空間領域
家の樋萄 装 曹 } 空間領埠 装 帯 空間領雄 装置 。 空間領埠 韮置 l 空間舗展 装置 l 空間舗雄

農山家 ;門 合壁 :外路地

民家 娃石 :かぜら へじもん 城ぼ いかがり i せ」

-.! 一E玄般 l 庇合い 切戸 1 ひゃなさかい
l 日除け欄 五連打有 1 ウt-.~' -j'ン 申切 L 透し門 1 白昼2血

荏 室 l 肉鱒掛 民守石 。二重路地 切戸口 茅門 ;外路地

中連 廟R理事足場万CfJ_民湾<P..:t..間交停壁~ぅ.tl;j窓恩，j;設け;工&るJ寺倒 -!Li 底iけ寛章食まttLじ主Jゃ較江先膏~のの姦車可県I-買民FFFF摩EZ萌閉抽主方1主2ιの落宣るJ地主事一一一一一 J骨1主ら一一会理尾地主φE家雪雪間~:.と性壁との慣の空m

権u五ゃな漂き白か賓いのよ江首戸正草え þJ車主主Jφひ:やモ1三(軍軒1下6Jf)EτなLきJか3主墜い頁{申闇~ï----1-n!-~~~~~:-:~:i~智用子一±事賞e と宣J土閏曹のとこのr関- 台jι巳ねp-"ん 1鹿it実旦pでq台~所~lにζ催おLし〉士丈麿閉b部t分~toに}実平塵表九出1て0λい旦るの極量r，一一一一A一一
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作品事例による都市住宅の開口領域に関する研究 (5) 

「装置」の占める比率が高い。

建ぺい率の高低の様々な状況を含む『一般』では，他に

比べるとPd:戸外の関口部の塀・垣.が多い。語葉の内

容は現在に通じるものが多く，ハウジングメーカ」で使用

される語蒙<例:ドーマーウインドウ，ウオールガーデ

ン>等が得られた。

居住する機能を持たない『茶室Jは，空間領域区分ごと

全体に渡って一番多くの話集が分布していることが得られ

た。空間的意味合いは他の家の職種と比べて「装置」が一

番多く，具体的な語義を考察すると，空間領域区分の境界

に係わる開口部・出入口・門等の種類が多い。「空間領域」

は“腰掛待合い"や

い語蒙が得られた O 又，語葉の特性として心理的に作用す

る語長<例:踏込み畳，関守石>があり，古来の日本人の

精神性を伺うことができる O 又，語葉の意匠的な命名<

例:織部[]，車垣>の傾向が，他より強いと思われる。更

に空間領域区分の多様な細区分<例:踏込み畳，打腰掛，

二重路地>がみられる O これらの『茶室」に属する語柔か

らは，現在の住宅をより豊かにすると思われるものが，多

く含まれていることが見受けられた。

5.語棄による空間領域の形成

図 4で得られたように， B 関口部空間領域の次に比

率が高く，場からみて内・外部空間領域を繋ぐ要となる

c:半戸外空間領域に属する語義を分類し，空間領域の形

成の類型を求め，表-3にその定義と共に示す。

空間領域の形成の類型は1.繋ぐ II.一体化， III. 

延長， N.拡大， V.入り込む， VI.離す， Vll.分ける，

VsI.発生， IX. その他，の 9つに分けられた。

この類型を基に，開口部まわりの ab:半室内空間領域

とC:半戸外空間領域に着目し，語棄による空間領域の形

成を考察するため，空間的意味合いを空間領域全体の比較

も含めて，図 -llに示す。

開口領域全体としては， I装置」に係わる語蒙が70%近

く， I空間領域」は少ないo ab:半室内空間領域は「装置」

の比率が少なく， I空間領域Jが60%近い値を示した。

c:半戸外空間領域は「空間領域」が若干多いが， I装置」

の語裳も多い。これは， c 半戸外空間領域が， I装置」

と「空間領域」の組合せによって外部空間領域に対して臨

機応変に対応していることと，推測ができる。

これらの 2つの空間領域区分の語葉の種類を，図 12 

(ab:半室内空間領域) ・図 13 (C :半戸外空間領域)

に示す。 ab:半室内空間領域では土間・内縁の種類が多

い。 C:半戸外空間領域は，外縁・軒下・庇が多く，種類

も多い。

具体的な語棄を，空間領域の形成の類型別空間的意味合

表-3 語集による空間領域の形成の類型(内→外)

09も 20% 40% 609も 80% 100% 

*数7ては事例数 |空EEFF育里空~l盟l>\ 0豆E

図-11 語棄の空間的意味合いの比率の比較 (D.C.)
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*数字は事例数 J 

図 12 半室内空間領域(ab)の語蒙の属する種類別の比率 (D.C.)

圏外紙 ・HI' 白山 口Jli ロ廊下固十問 図版燈 回テラス|

団事「 ロ庇ト 図樫 園パルゴニ也ポーチ国捌 図暁簾 ロ 1以卜|

*数字は事例数

図-13 半戸外空間領域 (C) の語棄の属する種類別の比率

(D.C.) 

いごとに表-4・5に示す。 ab:半室内空間領域では，

空間的意味合いの「空間領域jが多く1.繋ぐ，と III.

延長，の語葉が多い。「装置」ではVll.分ける，が多い。

「装置+空間領域」では1.繋ぐ II. 一体化， ill.延

長， N.拡大，の，空間領域を広くとらえる方向性の空間

的意味合いが得られた。 V.入り込む， VI.離す，の語棄

は得られなかった。

C:半戸外空間領域では，全ての空間領域の形成の類型

に語棄が得られた。空間的意味合いでは「空間領域」が多

く1.繋ぐ， III. 延長，珊.発生，が多く， I装置」で

は， Vll.分ける，四.発生，が多い。

この 2つの空間領域区分の意味合いだけで解釈すると，

「空間領域」と「装置jの具体的内容を得，組合せること

により，求める生活環境領域の領域形成を調整することが
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表-4 話集による宅問領域の形成の類型別宅間的意味介いごと

の半室内空間領域 (ab)の語恭の例

2志宮 宮岡信量 韓雷+喰間信量

I昇障口陸込み悶 内主間信 lすまじEゃ?褒き 表玄関中の口。土間庭醒!玄関事 eど⑦}でんじ@置

ールヨミ聞 t，&.f'l?~. t: -3-i!， ?1計o'叫!前端!場とんぼ⑦世 由子半戸@みぎら

トι向韓宝寵櫨量申連@土縫日量属産融通り鹿 どえん

中民岨庫。裡庭 l五床t踏込み範広輯!じいうちとこね

|んぎも浜とに三う和じ土にどかじび直や)回もりの輯がら しゃ土し緑両国間②ひら
(3) どうじ く46)

|左{正ぐち 1 く〈61〉〉n 
'I]j.-J" 肉韓両の聞しゃし~)中直ω塵じいうち輯座 とI正ぐちω曹司子

副 融どうじ白峰空産鑑量土緑土問!車屋浜!通り塵 でど(1)でんじ⑪

中間相裡庭や広浜縁床踏込み}鐘ひらぎもど2ピじめとこねんにう
じにかぴ ものがら三和土 (30) <" 

!II l 四日韓 '" ど元ん くp

v 
VI 

明衝立半陣子機陣隣 中庭.~I柱空間中卸恩院け童

EJLtr梱 M~..，-.... <s> <4> 

l 踏込み畳 <1> 
こわi 掴完 <2> 

市 1 -1)( 空間苗圃由形成田類型

表-5 話栽による空間領域の形成の類別別空間的意味合いごと

の半戸外空間領域 (C)の語義の例

益雷 空間領埴 韓首 4空間鑓瞳

l畳さしり高惜置惜そしとhとJl王輿寄せす l 下置EとCりんぼひら鹿し下ど複う血じ血式3台I.~ →庫'畑動量計費H量し0連3) 浜床しらし

tO 

- (6) (2) 

H竪蔀軒 量陰1 ゃぎ拍やすだれ破り屋根すばる すす尾伝垂れも①だれやだ
(;1) <ti) れ < 4>

孤閉庇持送り庇 小t'J.f-~' 見書緑外縁物干し緬切目輯竹縁 犬走り韓台置田守

戸外室付-t']，.1"臼ニー〈れ輯il!.1支障車れ縁日 1¥'-:1示孟'*-置台

〈ア〉

λ広輯 lまね出らし輯fl，jrと沖守"、向ご-.，，"晶」二-/1'臼
ー『へ'j)'-浜 ひ (19) <6> 

IV 回り韓，.，シ 7 (2) 

v |毘副首 く"

切捨て庇iI'崩し組子，花瞳嬢 庖下中坪1¥'"暗-'1且

す弓1011だ自れ在 犬矢来 水切り庇水
(f) (:1) 

VI連子置い水切り車塩、高眠

福柚蓋し雨 をTちうちおろ

し袖ijj年中行事陣子ふえと

田よかれ (10) 

4商業圏い蹄木庇又庇欄造り邑 柵冗犬矢来列柱空間唾止め大阪出裕子床 尾雪量れIi')軒垂れ切

み雁木柚看板片庇}トハ 毘せ宿浜直上げ輯撤げ且世間端量的子出 掛け

畦 端 口 百 欄 く10) し見世i醐闇ゑち! <14> く3>

rカ れ 肢 雪 暴 れ (2) 

，. I~IX 空間宙壇由形成田類型

予測できる。

又， c 半戸外空間領域に多くみられた四.発生，の語

葉の内容を考察すると，季節や天候により発生するも

の<例:雨落ち>，可動する装置により発生するも

の<例:揚げ見世>，による「空間領域j等が得られた。

これらの語葉の持つ役割・意味から生活行為を想定する

と，現在よりも開口部まわりでの'ti舌行為が多く畏かであ

ったことが想像される。

6. ま と め

対社会'性の視点から，語葉による閉口領域の領域形成と

その意味を得るために，基礎的な分析を行った。

その結果，関口領域に係わる語会の分析項目，生活環境

の違いによる家の職種別の関口領域の空間領域区分の形成

の違いと，その空間的意味合いの関係が:fEi問見られた。又，

語裳による空間領域の形成の類111が得られ，その空間的意

味合いの「空間領域J. I装置」による係わりが得られた。

これらの語棄の持つ役割・意味から，占米の日本の住宅

での生活が，現在の牛j古よりも開口部まわりでの生活行為

が豊かであったことが想像された。

[注]

語葉の項~Iごとの判断は，語葉の説明文に記載されてい

る名称や内符によって筆者らが判断した。
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